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特別講演会特別講演会
開催日時：平成30年10月27日（土）　13：00～15：00
会　　場：①＜本会場＞　新領域環境棟１階 FSホール【事前申込制】
　　　　　　当選通知メールの画面をご用意の上、ご入場ください。
　　　　　②＜別会場＞　カブリ数物１階大講義室【当日先着140名】
　　　　　　本会場の様子を同時配信による映像でご覧いただけます。

そ の 他：動画配信サービス実施。
　　　　　インターネットに接続されたPC、スマホ等からもご覧いただけます。
　　　　　詳しくは一般公開ＨＰをご覧ください。

検索東大柏

講演内容
スーパーコンピュータは，スマホや
パソコンと同様のCPU（演算装置）
を集めた並列計算機です。柏キャ
ンパスのOakforest-PACSは合
計 558,144コア，1 秒間に2.5

「京」回の実数演算を実行できま
す。気候変動，地震，宇宙の起源，
材料科学，自動車周囲の流れなど
様々な分野のシミュレーションは，最終的には未知数が数千万，数億以
上の大規模な連立一次方程式を解くことに帰着されます。人工知能や機
械学習の計算でも様々な連立一次方程式が解かれています。本講演では，
スーパーコンピュータを使う上で最も重要な連立一次方程式の解法，関
連した数学の分野である線形代数学を扱います。線形代数学の基礎とな
るのが「行列・ベクトル」ですが，2015年頃から「行列」は高等学校の数学
では残念ながら教えられていません。スーパーコンピュータに興味のある
高校生以下の皆さんには是非ご来場ください。もちろん大学生以上も歓
迎です！

プロフィール
　1981年

　1985年

　1985年
　1993年

　2004年

筑波大学附属駒場高等学校卒業
（出身は岡山県）
東京大学工学部航空学科卒業

（航空工学専修）
株式会社三菱総合研究所入社
テキサス大学大学院修了

（Aerospace Engineering &
 Engineering Mechanics）
東京大学大学院理学系研究科，
2008年より現職

13：00～13：40

情報基盤センター　教授 　中島  研吾
スパコンへの数学・スパコンへの算数

主な研究分野
計算力学，数値流体力学，数値線形代数，並列ア
ルゴリズム，適応格子，並列可視化

講演内容
夜空を見上げたとき、そこ
に広がるのは広大な宇宙で
す。この宇宙はどこからもた
らされたのでしょうか？そし
てこの先どのような運命を
たどるのでしょう？私たち
宇宙の「外側」は一体どう
なっているのでしょうか？万物を統一的に説明することのできる理論候補
として期待されている「超弦理論」。この超弦理論に代表される最新の理
論物理学の発展によって、私たちの想像を絶する驚くべき宇宙の姿が示さ
れることが分かってきました。本講演では、私達が全宇宙と思っていたも
のは、実は無数の異なる法則に支配される「宇宙たち」（マルチバース）の
内の一つに過ぎないという「マルチバース宇宙論」を紹介します。また、こ
うした従来の宇宙観を全く変えてしまうような世界像の転換と近年及び将
来の重要な宇宙論的観測、特に暗黒エネルギーと呼ばれる時空の持つ不
思議な性質の発見、私達の宇宙の「曲率」の実験的探索などとマルチバー
スとの関係についても解説します。

プロフィール
　1974年
　2000年

　2003年

　2012年から

　2017年から

神奈川県横浜市生まれ
東京大学大学院理学系研究科
物理学専攻博士課程修了
カリフォルニア大学バークレー校
助教授
カリフォルニア大学バークレー校
教授
東京大学カブリ数物連携宇宙研究
機構主任研究者を併任

14：20～15：00

野村　泰紀
宇宙は沢山あるのか？！

主な研究分野
余剰次元でのゲージ統一理論等の素粒子理論現
象論、量子重力理論、マルチバース宇宙論等を幅
広く研究

講演内容
この宇宙は我々の想像をはるかに
上回る極限的な現象に満ちあふれ
ています。これらをより深く細かく
見ることで、よりよく理解しようと
するのが宇宙物理学や天文学と
いった学問です。そこで必要なの
は極限宇宙を見るための道具、い
わばメガネのようなものです。この
講演では、その中でもガンマ線を道具として用いるガンマ線天文学につい
てご紹介します。ガンマ線は光や電磁波の一種ですが、人間の目で直接見
ることはできません。これをとらえるにはいくつか方法がありますが、エネ
ルギーの高いガンマ線をとらえるには、これが地球の大気とぶつかったと
きに起こる反応を用います。この反応も目では見えませんので、さらに特
殊な望遠鏡や検出器が必要です。現在我々がスペインに建設中のガンマ
線望遠鏡もこの一種です。このようにいくつもの段階を経て、ようやく宇宙
の極限現象を垣間見ることができます。どうすれば極限宇宙がよく見える
か、考えてみましょう。

プロフィール
　1981年
　2004年

　2010年
　2012年

　2018年

神奈川県横浜市生まれ
東京大学宇宙線研究所

（2010年学位取得）
イタリア・国立核物理研究所 研究員
ドイツ・マックスプランク物理学研究所
研究員
2月より現職

13：40～14：20

宇宙線研究所　准教授 　野田  浩司
ガンマ線で見る極限宇宙

主な研究分野
宇宙素粒子物理学・ガンマ線天文学

国際高等研究所カブリ数物連携宇宙研究機構 主任研究者／
カリフォルニア大学バークレー校   教授 

会　場　案　内

 

5c

救護所

無料シャトルバス乗り場
東武バス停留所(有料)

駐輪場

車椅子用トイレ

赤ちゃん休憩室

受付

東大西
柏の葉公園北

東大前
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★★はおむつ替えスペースのみ
★★は授乳スペースのみ

★★

本会場
新領域環境棟１階 FSホール

別会場
カブリ数物１階大講義室


